
御
嶽
山
噴
火
の
翌
日

川
内
原
発
再
稼
働
反
対
の

集
会
に
七
五
〇
〇
人

九
月
二
八
日
鹿
児
島
市
で
、

ス
ト
ッ
プ
川
内
原
発
再
稼
働
！

集
会
が
も
た
れ
ま
し
た
。
鹿

児
島
県
、
九
州
各
地
を
中
心

に
全
国
か
ら
七
五
〇
〇
人
も

の
人
々
が
参
加
、
「
原
発
推

進
」
を
叫
ぶ
右
翼
の
妨
害
を

は
ね
の
け
市
内
デ
モ
を
行
っ

た
そ
う
で
す
。
御
岳
山
噴
火

の
翌
日
で
し
た
。

地
元
で
再
稼
働
反
対
に
取

り
組
ん
で
き
た
人
達
は
「
巨

大
地
震
に
耐
え
ら
れ
な
い
、

巨
大
噴
火
の
予
知
は
で
き
ず

対
応
で
き
な
い
、
地
下
水
流

入
や
水
蒸
気
爆
発
、
テ
ロ
攻

撃
な
ど
の
危
険
な
ど
等
、
課

題
は
山
づ
み
」
「
『
避
難
計

画
』
は
大
量
被
爆
を
前
提
に

し
た
も
の
」
、
こ
ん
な
中
で

再
稼
働
は
認
め
ら
れ
な
い
と

訴
え
て
き
ま
し
た
。

噴
火
は
予
知
で
き
る
と
ウ
ソ

原
子
力
規
制
委
員
会
や
安

倍
内
閣
は
「
噴
火
は
予
知
で

き
る
」
と
、
「
再
稼
働
あ
り

き
」
の
手
順
を
強
行
し
て
き

ま
し
た
。

御
岳
山
噴
火
は
彼
ら
の
大

ウ
ソ
を
暴
き
、
鋭
い
警
告
と

な
っ
て
い
ま
す
。
原
発
が
か

ら
ま
な
く
て
も
多
大
な
犠
牲

と
影
響
は
今
も
続
い
て
い
る

の
で
す
。
九
州
は
過
去
何
回

も
火
砕
流
に
襲
わ
れ
た
土
地
、

桜
島
は
今
も
小
さ
く
噴
火
し

つ
づ
け
て
い
ま
す
。
原
発
再

稼
働
の
中
で
も
し
大
噴
火
が

起
き
れ
ば
…
…
地
元
住
民
に

は
想
像
す
る
だ
け
で
背
筋
が

凍
る
事
態
で
す
。

巨
大
噴
火
で
関
西
も
火
山
灰

新
聞
報
道
に
よ
る
と
、
一

〇
月
二
十
二
日
神
戸
大
学
は

「
日
本
列
島
に
壊
滅
的
な
被

害
を
も
た
ら
す
恐
れ
が
あ
る

巨
大
噴
火
が
今
後
一
〇
〇
年

間
で
最
大
一
％
の
確
率
で
起

き
る
」
と
の
試
算
を
発
表
し

ま
し
た
。
九
州
中
部
で
起
き

た
場
合
の
被
害
想
定
は
「
火

砕
流
は
七
〇
〇
万
人
が
住
む

三
万
平
方
キ
ロ
に
広
ま
り
、

火
山
灰
は
四
千
万
人
が
住
む

西
日
本
に
五
〇
セ
ン
チ
、
東

日
本
に
も
二
〇
セ
ン
チ
積
も

る
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
火
山
灰
は
一
～
二
セ
ン
チ

で
も
車
の
走
行
が
困
難
に
な

り
、
三
〇
セ
ン
チ
で
建
物
倒

壊
の
被
害
が
出
始
め
る
」
そ

う
で
す
。
確
率
一
％
と
言
わ

れ
る
と
「
自
分
に
は
関
係
な

い
遠
い
将
来
」
と
思
い
込
み

た
く
な
り
ま
す
が
、
同
じ
記

事
で
火
山
噴
火
予
知
連
絡
会

の
藤
井
会
長
の
話
が
紹
介
さ

れ
て
い
ま
す
。
「
巨
大
噴
火

は
、
い
つ
起
き
て
も
お
か
し

く
な
い
。
…
国
は
対
策
に
向
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全
て
停
ま
っ
て
か
ら
一
年
以
上

原
発
再
稼
働
や
め
ろ



け
た
議
論
を
始
め
る
べ
き
だ
」

開
き
直
る
田
中
委
員
長

御
嶽
山
噴
火
を
目
の
当
た

り
に
し
て
も
原
子
力
規
制
委

員
会
の
田
中
委
員
長
は
そ
の

危
険
を
全
く
か
え
り
み
ず
開

き
直
っ
て
い
ま
す
。
い
わ
く

「
御
岳
山
噴
火
（
水
蒸
気
爆

発
）
と
川
内
原
発
に
影
響
を

及
ぼ
す
マ
グ
マ
噴
出
と
は
違

う
か
ら
一
緒
に
議
論
す
る
の

は
非
科
学
的
」
と
。

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
広
瀬

隆
さ
ん
は
「
な
ら
ば
、
マ
グ

マ
噴
出
が
い
つ
起
こ
る
の
か
、

田
中
俊
一
に
は
分
か
る
と
で

も
言
う
の
か
。
こ
う
い
う
人

間
は
、
テ
レ
ビ
の
公
開
討
論

に
引
っ
張
り
出
し
て
、
面
と

向
か
っ
て
火
山
学
者
や
石
橋

克
彦
氏
（
地
震
学
者
）
と
議

論
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
」
と

弾
劾
。
さ
ら
に
「
鹿
児
島
市

の
南
に
あ
る
口
永
良
部
島
で

八
月
三
日
に
三
四
年
ぶ
り
の

噴
火
が
起
こ
っ
た
ば
か
り
だ
。

…
…
南
九
州
以
外
で
は
、
ほ

と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、

こ
ち
ら
の
方
が
川
内
原
発
に

対
す
る
重
大
な
警
告
だ
っ
た

…
九
州
電
力
や
規
制
委
員
会

は
、
そ
れ
を
予
測
で
き
た
の

か
？
」
と
警
告
し
て
い
ま
す
。

三
〇
㎞
圏
内
で
議
会
の
反
対

一
〇
月
「
地
元
同
意
」
の

ア
リ
バ
イ
作
り
の
た
め
周
辺

五
市
町
村
で
予
定
時
間
た
っ

た
三
〇
分
の
「
住
民
説
明
会
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
し
か
も

九
電
や
鹿
児
島
県
伊
藤
知
事

は
再
稼
働
に
同
意
が
必
要
な

「
地
元
」
は
県
と
薩
摩
川
内

市
の
二
つ
だ
と
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
住
民
説
明
会
で
は

質
問
や
再
稼
働
反
対
意
見
が

続
出
。
大
幅
に
予
定
時
間
を

こ
え
、
最
後
は
質
問
を
一
方

的
に
打
ち
切
る
と
い
う
実
態

で
し
た
。

さ
ら
に
三
〇
キ
ロ
圏
内
に

か
か
り
周
辺
五
市
町
村
か
ら

は
ず
さ
れ
て
い
る
姶
良
市
議

会
で
は
再
稼
働
反
対
と
廃
炉

を
求
め
る
意
見
書
が
採
択
さ

れ
て
い
ま
す
。
い
ち
き
串
木

市
、
日
置
市
の
議
会
で
も
同

意
を
必
要
と
す
る
「
地
元
」

に
両
市
を
含
む
様
求
め
る
意

見
書
が
可
決
さ
れ
て
い
ま
す
。

県
庁
前
に
抗
議
テ
ン
ト

伊
藤
知
事
は
、
十
一
月
五

日
か
ら
臨
時
の
県
議
会
を
開

催
し
同
意
を
と
り
つ
け
る
強

行
方
針
を
鮮
明
に
し
ま
し
た
。
.

事
態
が
緊
迫
す
る
中
で
、
十

月
三
〇
日
、
県
庁
前
に
住
民

有
志
に
よ
る
テ
ン
ト
が
立
ち

ま
し
た
。
二
四
時
間
、
抗
議

の
座
込
み
を
す
る
拠
点
で
す
。

再
稼
働
ド
ミ
ノ
を
許
す
な

川
内
原
発
再
稼
働
を
皮
切

り
に
ド
ミ
ノ
式
に
原
発
再
稼

働
を
実
現
し
て
い
く
の
が
安

倍
政
権
・
原
子
力
マ
フ
ィ
ア

の
戦
略
。
川
内
原
発
再
稼
働

許
す
な
!
の
声
を
共
に
あ
げ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。
（
Ｏ
）
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